
【施工手順】
３．制振装置　上側ブラケットの位置決めと固定

■ 設置のイメージ 柱間距離
　① 横方向　 ：　柱－柱 に取付 内法寸法 w 1) 上側ブラケット取付位置に罫書き線を追加　
　② 高さ方向 ：　土台－梁 間の中央に取付 mm　 　ビス穴中心（2箇所）の目安として、

　右図（図６）のように罫書き線を追加する。
　

2) 制振装置　上側ブラケットの固定
　付属のビス（L＝75mm）× ８本 で
　柱にブラケットを固定する。

　※制振装置本体の取付姿勢に関わらず
（上下逆さまでも、水平でも）
性能は変わりません。

４．間柱の取付

1) 間柱の加工寸法
間柱に於いて、高さ方向の中央位置に
右図（図７）の切欠きを設ける。
　　高さ方向 ：　中央位置 ±110 mm

a) 柱内構面端部に設置する場合
b) 柱内構面端部から 5mm 奥に設置の場合

※ 図４ および図６ の追加罫書き線は
１．高さ方向の位置出し 　端面から 20mm（=15＋5） 位置に設けること

c) 柱内構面端部から 12mm 奥に設置の場合
Ａ） 横架材間隔（内法）の中心高さから求める方法 ※ 図４ および図６ の追加罫書き線は

（横架材 ：　土台、梁あるいは桁） 　端面から 27mm（=15＋12） 位置に設けること
1) 横架材間隔（内法）Ｈ の 1/2Ｈ の高さに基準線①を墨付けする。 [ 図１ 参照 ]

2) 間柱の取付
2) 適合する柱間距離（内法）から 寸法ａ の値を選択し、基準線②を墨付けする。 間柱にタワミ（湾曲）が

[ 表１ 参照 ] 生じないよう取付ける。

Ｂ） 現物合わせで求める方法

1) ｅｖｏｌｔｚ L220 の上側ブラケット上端を
現場の柱と梁とに突き当てて
下側ブラケット下端と土台との
隙間 H を測定する。

2) ｅｖｏｌｔｚ L220 の下側ブラケット下端と
土台との隙間が
1/2 H になるように設置すると、
横架材間隔（内法）の高さ中央に
位置合わせできる。

２．制振装置の位置決め

1) 基準線② 取付面側に罫書き線　追加
図４ のように罫書き線を追加する。

2) 制振装置
　　 下側ブラケットの位置決め
　　 a) 制振装置ブラケットの 【製品仕様】

　　下端を 基準線②に、  セット内容　（図９　参照）
b) ブラケットの Ａ） 制振装置　１本のセット構成
　　ビス穴中心（2箇所）を
　　追加した罫書き線に、 1) 制振装置本体 １本
それぞれを合わせて 　　（evoltz L220）
位置決めする。 2) 制振装置専用ビス １６本

3) 制振装置 Ｂ） 梱包内容
　　 下側ブラケットの固定 1) 制振装置セット　 ２セット

付属のビス（L＝75mm） 2) 施工手順書 １枚
　　　　　× ８本 で 3) 制振装置専用 予備ビス １本
柱にブラケットを固定する。
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図３ 取付位置

基準線①

基準線②

基準線②

罫書き線の追加

図４ 取付部詳細

図６ 上側 取付部詳細

図５ 上側ブラケット固定

図７ 間柱の加工寸法
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表１ 寸法ａ （基準線 ①ー② 間隔）

図２ 現物合わせによる高さ決め
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